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衆
議
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員
高
沢
寅
男
君
提
出
海
外
に
進
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し
て
い
る
日
本
企
業
に
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質
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す
る
答
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1 

政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
企
業
の
海
外
事
業
活
動
動
向
調
査
を
実
施
し
、
経
営
状
況
、
現
地
従
業
員
数
等
の 

把
握
に
努
め
、
そ
の
調
査
結
果
を
公
表
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
進
出
企
業
の
活
動
の
現
状
に 

 

つ
き
、
在
外
公
館
を
通
じ
、
そ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
管
理
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
第
二
十
二
条
に
基
づ
い 

て
、
対
外
直
接
投
資
の
届
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

2 

海
外
進
出
企
業
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
お
い
て
、
多
国
籍
企
業
に
対
し

て
事
業
活
動
の
望
ま
し
い
基
準
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
加
盟
国
政
府
の
勧
告
と
し
て
、
「
多
国
籍
企
業
の 

 

行
動
指
針
」
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
関
係
経
済
団
体
を
通
じ
、
こ
の
指
針
の
周
知
徹
底
を
図 

 



り
、
そ
の
自
主
的
な
遵
守
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
投
資
に
当
た
つ
て
無
用
な
摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配 

 

慮
す
る
よ
う
に
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
政
府
の
要
請
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
関
係
団
体
に
よ
つ
て
、
従
来
の
「
発
展
途
上
国
に
対
す
る
投 

 

資
行
動
の
指
針
」
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
昨
年
四
月
か
ら
は
、
新
た
な
「
海
外
投
資
行
動
指
針
」
が
作
成
さ
れ
て 

い
る
。 

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
こ
う
し
た
民
間
経
済
団
体
の
活
動
と
連
携
を
と
り
つ
つ
、
海
外
に
お
い
て
無 

 

用
な
摩
擦
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。 
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